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1 目的 

 本報告では障害女性の「生きづらさ」に関する調査研究にむけて、「社会モデル」の実践的な展開

である障害者権利条約以降の障害者差別をめぐる「交差性（intersectionality）」（Schiek & Lawson 

2011）概念について検討し、調査研究の課題について論じる。 

2 方法 

 理論研究として、障害と交差性をめぐる歴史的な背景を整理し、障害研究と交差性フェミニスト分

析（Intersectional Feminist Frameworks）の先行研究について検討する。第 1 に、レイシズム研究やフ

ェミニズム運動と連関した EU での差別禁止関連法（平等法）において交差性概念が用いられ拡大し

てきた社会的な背景について確認する。第 2に、交差性概念を用いた先行研究で提起された課題につ

いて、障害者の差別事例や差別経験（「生きづらさ」）の課題を検討する。 

3 結果・考察 

 差別禁止関連法において、交差性は人種差別・性差別の不平等是正の制度化のなかで用いられ、交

差性は人種・性差別をめぐる差別体験が重複し従属性が強化される事態――「二重処罰（double 

jeopardy）」ともよばれる――複合的な差別として位置づけられてきた。障害女性をめぐる問題では、

障害のある女性は機会や資源の不均衡が重複し、差別の多層性を分析する枠組みとして用いられてき

た。しかしその一方で、交差性は差別禁止の制度化という歴史的背景の中で用いられてきた概念であ

るがゆえに、前提となるカテゴリー分類に優先が生じる、あるいは、適用されるカテゴリーによって

はポジティヴな組み合わせがありえることや（Söder 2009）、カテゴリー間対応の差異が生じる

（Schiek 2011）ことが指摘されてきた。ここでは、差別の前提となるカテゴリーとして性別や人種、

障害種別に加えて、年齢や就労における職種・企業規模といった多様な層の組み合わせに着目し、差

別事例や差別経験が配置される（Shaw et al. 2013）。 

以上のような交差性の特徴から、障害女性の「生きづらさ」を障害者差別をめぐる重複的な差別と

制度的なカテゴリー間の差異＝＜隙間＞として位置づけることで、障害女性の「生きづらさ」に関す

る社会学研究として、(1)重複的な差別とカテゴリー間の差異に対する年齢やライフステージに着目

した生活史研究やアイデンティティ研究をおこない、そのうえで／それと並行して、(2)重複的な差

別に対する統計調査や回帰分析をおこなう、といった 2つのアプローチ方法による調査研究が必要で

ある。 
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